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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＯＬＥＤパネルと、
　前記ＯＬＥＤパネル上に貼り付けられたλ／４位相差フィルムと、
　前記λ／４位相差フィルム上に貼り付けられた偏光フィルムと、
　前記ＯＬＥＤパネルと前記λ／４位相差フィルムとの間に介在する第１の粘着剤と、
　前記λ／４位相差フィルムと前記偏光フィルムとの間に介在する第２の粘着剤と、
を備え、この状態で、偏光フィルム側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎ
ｔ　Ｅｘｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率が０．６６％以下であり、前記反射率
に関して、前記λ／４位相差フィルムと前記偏光フィルムを取り除き、前記ＯＬＥＤパネ
ルの光出射側の表面からＳＣＥモードで測定された反射率ｒＳＣＥと、この表面側からＳ
ＣＩモードで測定された反射率ｒＳＣＩとの比率ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩは、
　以下の関係式：
　３３％≦ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩ≦４４％、
を満たす、
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項２】
　前記第１の粘着剤及び前記第２の粘着剤は、共にアクリル樹脂を含むことを特徴とする
請求項１に記載のＯＬＥＤ表示装置。
【請求項３】
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　ＯＬＥＤパネルと、
　前記ＯＬＥＤパネル上に貼り付けられたλ／４位相差フィルムと、
　前記λ／４位相差フィルム上に貼り付けられた偏光フィルムと、
　前記ＯＬＥＤパネルと前記λ／４位相差フィルムとの間に介在する第１の粘着剤と、
　前記λ／４位相差フィルムと前記偏光フィルムとの間に介在する第２の粘着剤と、
を備え、
　この状態で、偏光フィルム側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｅ
ｘｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率ＲＳＣＥと、偏光フィルム側からＳＣＩ（Ｓ
ｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率Ｒ

ＳＣＩとの比率ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩは、以下の関係式：
　０％＜ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ≦１１％、
を満たし、前記反射率に関して、前記λ／４位相差フィルムと前記偏光フィルムを取り除
き、前記ＯＬＥＤパネルの光出射側の表面からＳＣＥモードで測定された反射率ｒＳＣＥ

と、この表面側からＳＣＩモードで測定された反射率ｒＳＣＩとの比率ｒＳＣＥ／ｒＳＣ

Ｉは、
　以下の関係式：
　３３％≦ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩ≦４４％、
を満たす、
ことを特徴とするＯＬＥＤ表示装置。
【請求項４】
　ＯＬＥＤパネルと、
　前記ＯＬＥＤパネル上に貼り付けられたλ／４位相差フィルムと、
　前記λ／４位相差フィルム上に貼り付けられた偏光フィルムと、
　前記ＯＬＥＤパネルと前記λ／４位相差フィルムとの間に介在する第１の粘着剤と、
　前記λ／４位相差フィルムと前記偏光フィルムとの間に介在する第２の粘着剤と、
を備え、
　この状態で、偏光フィルム側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｅ
ｘｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率が０．６６％以下であり、前記反射率に関し
て、前記λ／４位相差フィルムと前記偏光フィルムを取り除き、前記ＯＬＥＤパネルの光
出射側の表面からＳＣＥモードで測定された反射率ｒＳＣＥと、この表面側からＳＣＩモ
ードで測定された反射率ｒＳＣＩとの比率ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩは、
　以下の関係式：
　３３％≦ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩ≦４４％、
を満たすＯＬＥＤ表示装置の製造方法であって、
　ＯＬＥＤパネル上にλ／４位相差フィルムを貼り付ける工程と、
　前記λ／４位相差フィルム上に偏光フィルムを貼り付ける工程と、
を備えることを特徴とするＯＬＥＤ表示装置の製造方法。
【請求項５】
　ＯＬＥＤパネルと、
　前記ＯＬＥＤパネル上に貼り付けられたλ／４位相差フィルムと、
　前記λ／４位相差フィルム上に貼り付けられた偏光フィルムと、
　前記ＯＬＥＤパネルと前記λ／４位相差フィルムとの間に介在する第１の粘着剤と、
　前記λ／４位相差フィルムと前記偏光フィルムとの間に介在する第２の粘着剤と、
を備え、
　この状態で、偏光フィルム側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｅ
ｘｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率が０．６６％以下であり、前記反射率に関し
て、前記λ／４位相差フィルムと前記偏光フィルムを取り除き、前記ＯＬＥＤパネルの光
出射側の表面からＳＣＥモードで測定された反射率ｒＳＣＥと、この表面側からＳＣＩモ
ードで測定された反射率ｒＳＣＩとの比率ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩは、
　以下の関係式：
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　３３％≦ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩ≦４４％、
を満たすＯＬＥＤ表示装置の製造方法であって、
　偏光フィルム上にλ／４位相差フィルムを貼り付けて、円偏光板を作製する工程と、
　ＯＬＥＤパネル上に前記円偏光板を貼り付ける工程と、
を備えることを特徴とするＯＬＥＤ表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、散乱による色相不均一性を解消し、均一な色相発現が可能なＯＬＥＤ表示装
置及びその製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄ
ｉｏｄｅ）表示装置は、ＣＲＴ（ｃａｔｈｏｄｅ　ｒａｙ　ｔｕｂｅ）又はＬＣＤ（Ｌｉ
ｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）と比べて、軽量化及び薄型化が可能である
だけでなく、広い視野角、速い応答速度、低消費電力などの複数の長所があり、次世代表
示デバイスとして注目されている。
【０００３】
　このＯＬＥＤ表示装置は、携帯電話、ＴＶ、デジタルカメラ、カムコーダー（登録商標
）、パソコン、ナビゲーションシステムなど、さまざまな分野で使用されている。
【０００４】
　ＯＬＥＤ表示装置を構成するＯＬＥＤパネルは、陽極および陰極の電極を備えている。
一般的に、外部から光がＯＬＥＤパネルに入射すると、ＯＬＥＤパネルの内部にある有機
発光ダイオードの電極部により、光が反射される。人がＯＬＥＤ表示装置を眺めた場合、
この反射光が原因となり、眩しいと感じたり、色が変化したり、コントラストが低下する
等の問題が発生する。これは人の目に入る反射光の強度が増加して、視認性が低下するか
らである。
【０００５】
　特に、全面発光ＯＬＥＤの場合、画像を表示する画像定義膜又は画像定義膜の下部に成
膜されて位置する反射電極によって、表示装置自体の反射率が高くなり、この問題はさら
に深刻になる。
【０００６】
　そこで、外部光の反射防止のため、ＯＬＥＤパネルの構造を変更したり新しい層を導入
したりするなどの多様な方法が提案されている。
【０００７】
　特許文献１は、陽極上に反射防止膜を形成しており、反射防止膜の材料は、選択的透過
性を持つガラスや樹脂フィルムを採用している。
【０００８】
　特許文献２は、ＯＬＥＤパネルと、このパネルをシールするための封止基板の間に外部
光を波長帯域ごとに選択的に吸収する物質を導入する方法を提案している。
【０００９】
　特許文献３は、ＯＬＥＤパネルの内部において、突出している複数の光散乱スペーサと
、散乱キャッピング層とを設置して、反射される外部光を散乱させ、外部光の反射を抑制
する方法を提案している。物質の拡散による透過率の劣化の割合は、ヘイズ値を用いて表
すことができ、ヘイズ値が大きいほど、拡散透過光の割合が高く、濁った材料となる。同
公報では、キャッピング層のヘイズ値（Ｈａｚｅ）は５～３０％であるとしている。
【００１０】
　特許文献４は、屈曲された画像定義膜により反射される外部光を散乱させ、外部光の反
射を抑制する方法を開示している。
【００１１】
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　これらの方法は、外部光の反射を十分に抑制できないことがあった。特に散乱を利用し
て外部光の反射を抑制する方法の場合、上記の散乱によって「ムラ」という色相不均一の
現象が発生する。不均一性は、画面の特性が不均一な状態を総称として言い、特に色が不
均一な場合は色相不均一と言う。色相不均一はパネルをモノクロで表示した場合、全体の
画面が均一な色相を示さず、場所ごとに色の差が見えてくる現象である。例えば、白を画
面全体に表示したときに、画面全体が完全に同じ白を表現できない現象を意味する。この
ような色相不均一現象は、製造工程上の問題やパネルを構成する素材の種類などの多様な
原因によって発生し、この原因の分析は、非常に難しい。
【００１２】
　外部光の反射を抑制するために、散乱を利用する方法では、色相不均一現象が発生する
原因の特定と解決が難しいことが多い。一方、散乱を利用する方法は、ＯＬＥＤ表示装置
の光効率を高めるために、パネルの内部に、光散乱層を導入する手法や光散乱物質を含有
させる手法に用いられることがある。
【００１３】
　特許文献５は、可視光を透過する光透過性基板内に、可視光を散乱する光散乱部と、可
視光を透過する光透過性の開口部とを備える基板を、有機電界発光素子の光抽出基板とし
て使用する表示装置を開示している。
【００１４】
　特許文献６は、有機発光層から放出される光を散乱させる散乱パターンを有し、隣接す
る絶縁膜の屈折率が異なる複数の絶縁膜を備えるＯＬＥＤ表示装置を提案している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】韓国公開特許第２００７－０００３１５９号公報
【特許文献２】韓国公開特許第２０１１－００１１４２０号公報
【特許文献３】米国特許出願公開２０１０／０１７１１０６号公報
【特許文献４】韓国登録特許第１０－０７４２３７４号公報
【特許文献５】韓国公開特許第２００５－００１３９１８号公報
【特許文献６】韓国公開特許第２０１３－００１６９３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　しかしながら、上述の先行技術において、光効率を高めるために採用される散乱を利用
する方法は、外部光の反射による色相不均一現象をもっと深刻に発生させる要因になりう
る。
【００１７】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、色相不均一性を解消可能なＯ
ＬＥＤ表示装置及びその製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本願発明者らは、上記の課題を解決するために多角的に研究を行った結果、ＯＬＥＤパ
ネル内部の構造を変更する方式ではなく、上記のパネルの表面に反射光を除去するために
、偏光フィルムと位相差フィルムを貼り付ける方法が好適である旨を発見した。この方法
は、パネルの内部構造を変更するよりも、簡便に色相不均一現象を低減可能である。特に
、偏光フィルムが積層されたＯＬＥＤパネルにおいて、各構成要素に対する散乱に関連す
る特定のパラメーターを選定して、この選定したパラメーターを客観的に数値化して制御
することにより、色相不均一性を解消することができる。
【００１９】
　第１のＯＬＥＤ表示装置は、ＯＬＥＤパネルと、前記ＯＬＥＤパネル上に貼り付けられ
たλ／４位相差フィルムと、前記λ／４位相差フィルム上に貼り付けられた偏光フィルム
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と、を備え、偏光フィルム側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｅｘ
ｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率が１．２％以下であることを特徴とする。
【００２０】
　第２のＯＬＥＤ表示装置は、前記ＯＬＥＤパネルと前記λ／４位相差フィルムとの間に
介在する第１の粘着剤と、前記λ／４位相差フィルムと前記偏光フィルムとの間に介在す
る第２の粘着剤とを備えることを特徴とする。
【００２１】
　第３のＯＬＥＤ表示装置においては、前記第１の粘着剤及び前記第２の粘着剤は、共に
アクリル樹脂を含むことを特徴とする。
【００２２】
　第４のＯＬＥＤ表示装置は、ＯＬＥＤパネルと、前記ＯＬＥＤパネル上に貼り付けられ
たλ／４位相差フィルムと、前記λ／４位相差フィルム上に貼り付けられた偏光フィルム
と、を備え、偏光フィルム側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｅｘ
ｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率ＲＳＣＥと、偏光フィルム側からＳＣＩ（Ｓｐ
ｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率ＲＳ

ＣＩとの比率ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩは、以下の関係式：０％＜ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ≦２０％
を満たすことを特徴とする。
【００２３】
　第５のＯＬＥＤ表示装置は、ＯＬＥＤパネルと、前記ＯＬＥＤパネル上に貼り付けられ
たλ／４位相差フィルムと、前記λ／４位相差フィルム上に貼り付けられた偏光フィルム
と、を備えたＯＬＥＤ表示装置であって、前記ＯＬＥＤ表示装置から前記λ／４位相差フ
ィルムと前記偏光フィルムを取り除き、前記ＯＬＥＤパネルの光出射側の表面からＳＣＥ
モードで測定された反射率ｒＳＣＥと、この表面側からＳＣＩモードで測定された反射率
ｒＳＣＩとの比率ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩは、以下の関係式：０％＜ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩ≦７
０％を満たすことを特徴とする。
【００２４】
　第６のＯＬＥＤ表示装置の製造方法は、ＯＬＥＤパネルと、前記ＯＬＥＤパネル上に貼
り付けられたλ／４位相差フィルムと、前記λ／４位相差フィルム上に貼り付けられた偏
光フィルムと、を備え、偏光フィルム側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅ
ｎｔ　Ｅｘｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率が１．２％以下であるＯＬＥＤ表示
装置の製造方法であって、ＯＬＥＤパネル上にλ／４位相差フィルムを貼り付ける工程と
、前記λ／４位相差フィルム上に偏光フィルムを貼り付ける工程と、を備えることを特徴
とする。
【００２５】
　第７のＯＬＥＤ表示装置の製造方法は、ＯＬＥＤパネルと、前記ＯＬＥＤパネル上に貼
り付けられたλ／４位相差フィルムと、前記λ／４位相差フィルム上に貼り付けられた偏
光フィルムと、を備え、偏光フィルム側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅ
ｎｔ　Ｅｘｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率が１．２％以下である、ＯＬＥＤ表
示装置の製造方法であって、偏光フィルム上にλ／４位相差フィルムを貼り付けて、円偏
光板を作製する工程と、ＯＬＥＤパネル上に前記円偏光板を貼り付ける工程と、を備える
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明のＯＬＥＤ表示装置によれば、散乱による色相不均一性を解消し、均一な色相の
発現が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】ＯＬＥＤ表示装置の縦断面図である。
【図２】ＯＬＥＤの層構造とその駆動回路の図である。
【図３】検証用のＯＬＥＤ表示装置のサンプルの縦断面図である。
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【図４】サンプルＮｏ．１～Ｎｏ．５の写真の図である。
【図５】サンプルＮｏ．１～Ｎｏ．５のデータを示す図表である。
【図６】サンプルＮｏ．６～Ｎｏ．１１のデータを示す図表である。
【図７】サンプルＮｏ．１２～Ｎｏ．１５のデータを示す図表である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、実施の形態に係るＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　
Ｄｉｏｄｅ）表示装置について説明する。なお、同一要素には、同一符号を用いることと
し、重複する説明は省略する。
【００２９】
　図１は、ＯＬＥＤ表示装置の縦断面図である。
【００３０】
　ＯＬＥＤ表示装置１０は、ＯＬＥＤパネル１と、ＯＬＥＤパネル１上に第１の粘着剤１
１を介して接着されたλ／４位相差フィルム３と、λ／４位相差フィルム３上に第２の粘
着剤１２を介して接着された偏光フィルム５とを備えている。
【００３１】
　ＯＬＥＤパネル１は、ガラスなどからなる支持基板１ａと、支持基板１ａの表面の外縁
に沿って設けられた枠体スペーサ１ｂと、支持基板１ａと共に枠体スペーサ１ｂを挟む封
止基板１ｅとを備えており、これらの基板間の空間は密閉され、当該空間内に複数の発光
素子が配置されている。
【００３２】
　支持基板１ａ上には、複数の薄膜トランジスタＱがマトリックス状に設けられており、
薄膜トランジスタＱを被覆する被覆層１ｃを介して、画素毎に、有機発光ダイオードＲ，
Ｇ，Ｂが配置されている。有機発光ダイオードＲ，Ｇ，Ｂは、有機発光層を備える発光ダ
イオードであり、層構造に応じて、様々な波長の発光を行うことができる。本例では、有
機発光ダイオードＲ，Ｇ，Ｂと封止基板１ｅとの間に、赤色、緑色、青色のカラーフィル
タＦを備えているが、これらのフィルタは無くてもよい。
【００３３】
　被覆層１ｃと封止基板１ｅとの間には、気体が封入された空間１ｄが存在するが、この
空間１ｄ内は樹脂などで充填してもよい。
【００３４】
　封止基板１ｅ上には、第１の粘着剤１１が塗布又は積層されており、第１の粘着剤はλ
／４位相差フィルム３を封止基板１ｅの表面に接着している。λ／４位相差フィルム３上
には、第２の粘着剤１２が塗布又は積層されており、第２の粘着剤１２は偏光フィルム５
をλ／４位相差フィルム３の表面に接着している。
【００３５】
　偏光フィルム５は、偏光子５ｂと、偏光子５ｂの両側に設けられた第１透明保護フィル
ム５ａ及び第２透明保護フィルム５ｃからなる。偏光子５ｂは、二色性色素を吸着配向さ
せたポリビニルアルコール系樹脂から構成される。第１透明保護フィルム５ａ、第２透明
保護フィルム５ｃは、保護機能がある材料であれば、特に限定されず、例えば、ポリエチ
レンテレフタレート、トリアセチルセルロースからなる。
【００３６】
　有機発光ダイオードＲ，Ｇ，Ｂが、発光すると、その光は、フィルタＦ、封止基板１ｅ
、第１の粘着剤１１、λ／４位相差フィルム３、第２の粘着剤１２、偏光フィルム５を順
次介して、外部に出力される。
【００３７】
　また、外部からの光は、ＯＬＥＤ表示装置内の様々な箇所で反射して外部に反射される
。特に、有機発光ダイオードＲ，Ｇ，Ｂの表面に位置する電極は、反射率が高いため、こ
れによる反射の影響が大きい。
【００３８】
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　図２は、有機発光ダイオードの層構造と、その駆動回路の図である。上述の有機発光ダ
イオードＲ，Ｇ，Ｂの１つを代表して、符号１０’で示す。
【００３９】
　ＯＬＥＤ１０’は、カソード電極Ｅｃと、カソード電極Ｅｃ上に形成された電子輸送層
１０ａと、発光層１０ｂと、正孔輸送層１０ｃと、アノード電極Ｅａとを備えている。薄
膜トランジスタＱをＯＮにすると、電源電位Ｖｃとグランドとの間の順方向バイアス電圧
がＯＬＥＤ１０’に印加される。カソード電極Ｅｃとアノード電極Ｅａとの間に順方向バ
イアス電圧を印加すると、これに電流が流れ、カソード電極Ｅｃから電子が、アノード電
極Ｅａから正孔が、発光層１０ｂ内に流れ込み、発光層１０ｂ内において、電子と正孔が
再結合して発光する。正孔輸送層１０ｃとしては、芳香族アミン化合物等を用いることが
でき、電子注入材料１０ａとしては金属錯体系材料（トリス（８－キノリノラト）アルミ
ニウム）、オキサジアゾール系材料（ＰＢＤ：２－（４－Ｂｉｐｈｅｎｙｌｙｌ）－５－
ｐｈｅｎｙｌ－４－ｔ－ｂｕｔｕｌｐｈｅｎｙｌ）－１，３，４－ｏｘａｄｉａｚｏｌｅ
）、トリアゾール系材料（ＴＡＺ）を用いることができる。発光層１０ｂとしては、π共
役系ポリマー、色素含有ポリマーなどを用いることができる。なお、ＯＬＥＤ１０’の構
成材料としては、様々なものがあり、本発明は、これらに限定されるものではない。
【００４０】
　以上、説明したように、ＯＬＥＤ表示装置１０はＯＬＥＤパネル１上に偏光フィルム５
が位置し、これらの間にλ／４位相差フィルム３が位置する構造を有している。ＯＬＥＤ
パネル１は、ここで開示されるものに限定されず、従来から知られているものを適用する
ことができる。また、ＯＬＥＤパネル１は、基板上に陽極と陰極とが積層され、上記の陰
極と陽極の間に少なくとも１つの有機薄膜層を利用した構造を有している。これらの構造
は、本技術分野でよく知られているので、これについての詳しい説明を省略する。
【００４１】
　なお、アノード電極Ｅａは、例えば、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＩＧＺＯ、錫の酸化物、亜鉛の
酸化物、亜鉛アルミニウム酸化物、およびチタニウムナイトライドなどの金属酸化物や金
属ナイトライド；金、プラチナ、銀、銅、アルミニウム、ニッケル、コバルト、鉛、モリ
ブデン、タングステン、タンタル、ニオブなどの金属；これらの金属の合金または銅のヨ
ウ素化合物の合金；ポリアニリン、ポリピロール、ポリフェニレンビニレン、及びポリ（
３－メチルチオフェン）などの導電性ポリマー材料の少なくともいずれかの種類を含んで
いる。アノード電極は、前述の成分のいずれかの種類のみで形成されるか、または複数の
材料の混合物で形成されることもできる。また、同じ組成または異なる組成の複数の層で
構成される多層構造が形成されることもできる。
【００４２】
　カソード電極Ｅｃは、本技術分野で知られていた材料を使用することができ、制限はな
く、ＬｉＦを電子注入層として使用し、Ａｌ、Ｃａ、Ｍｇ、Ａｇなどの仕事関数が低い金
属の陰極に使用することができ、好ましくはＡｌが望ましい。
【００４３】
　アノード電極Ｅａとカソード電極Ｅｃとの間に位置する有機薄膜層は、赤色、緑色、青
色の発光を実現するため、発光層１０ｂを含んでいるが、これに加えて、正孔注入層、正
孔輸送層、電子注入層、電子輸送層を少なくとも１つを含んでいる。例えば、アノード電
極、正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電子輸送層、電子注入層、及びカソード電極から
なる積層構造を有することができる。
【００４４】
　上記の発光層１０ｂは、主たる材料であるホスト材料に加えて、ドーパント材料を使用
することができる。ホスト材料及びドーパント材料としては、様々な種類のものが知られ
ており、本発明は、これに限定されるものではない。また、正孔注入層、正孔輸送層、電
子輸送層及び電子注入層も、様々な種類のものが知られており、本発明は、これに限定さ
れるものではない。
【００４５】
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　また、ＯＬＥＤパネル１の駆動方式として、パッシブ（ＰＭ）型とアクティブ（ＡＭ）
型があるが、いずれも適用可能である。
【００４６】
　アノード電極Ｅａ及びカソード電極Ｅｃの材料は、金、銀、銅、アルミニウムなどの金
属を用いることができる。例えば、アノード電極Ｅａとしてアルミニウムを用いた場合、
アノード電極Ｅａは、外部からの光を反射する鏡としても機能する。カソード電極Ｅｃも
同様である。図１における封止基板１ｅの裏面（粘着剤層１１が形成された面の反対側の
面）に、アルミニウムなどの金属膜を蒸着して鏡を形成し、その光学特性を調べれば、外
部光の反射に関しては、ＯＬＥＤ表示装置における場合と略同一の挙動を示すものと考え
られる。したがって、本願発明者らは、このような検証用のＯＬＥＤ表示装置を作製して
、光学特性について鋭意検討を行った。
【００４７】
　図３は、検証用のＯＬＥＤ表示装置のサンプルの縦断面図である。
【００４８】
　検証用のＯＬＥＤ表示装置は、ＯＬＥＤパネル１の代わりに、検証用のＯＬＥＤパネル
１Ｄを備えている。図１における封止基板１ｅの裏面（粘着剤層１１が形成された面の反
対側の面）に、アルミニウムなどの金属膜を蒸着し、これを仮想的にアノード電極Ｅａお
よびカソード電極Ｅｃ（図３では、Ｅｚ）として取り扱い、検証用のＯＬＥＤパネル１Ｄ
においては、ＯＬＥＤパネル１の残りの要素は省略したものである。
【００４９】
　なお、説明では、以下の３つの（式１）～（式３）を引用することがある。
【００５０】
　（式１）：ＲＳＣＥ≦１．２％
【００５１】
　（式２）：０％＜ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ≦２０％
【００５２】
　（式３）：０％＜ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩ≦７０％
【００５３】
　（式１）は、上述のＯＬＥＤパネル１と、ＯＬＥＤパネル１上に貼り付けられたλ／４
位相差フィルム３と、λ／４位相差フィルム３上に貼り付けられた偏光フィルム５とを備
え、偏光フィルム５側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｅｘｃｌｕ
ｄｅｄ）モードで測定された反射率ＲＳＣＥが１．２％以下であることを示している。
【００５４】
　（式２）は、上述のＯＬＥＤパネル１と、ＯＬＥＤパネル１上に貼り付けられたλ／４
位相差フィルム３と、λ／４位相差フィルム３上に貼り付けられた偏光フィルム５とを備
え、偏光フィルム５側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｅｘｃｌｕ
ｄｅｄ）モードで測定された反射率ＲＳＣＥと、偏光フィルム５側からＳＣＩ（Ｓｐｅｃ
ｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率ＲＳＣＩ

との比率ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩの満たす関係式である。
【００５５】
　一方、（式３）は、この状態から、λ／４位相差フィルム３と偏光フィルム５を取り除
き、ＯＬＥＤパネル１（１Ｄ）の光出射側の表面（外部光の入射面）からＳＣＥモードで
測定された反射率ｒＳＣＥと、この表面側からＳＣＩモードで測定された反射率ｒＳＣＩ

との比率ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩの満たす関係式である。これらの（式１）～（式３）の関係
式のいずれか１つ又は２又は全てが満たされることにより、色相不均一性（色ムラ現象）
は改善される。これらの（式１）～（式３）の関係式のうちの（式１）が満たされること
が好ましく、（式１）が満たされ、且つ、（式２）、（式３）または（式２）と（式３）
の両方が満たされることがより好ましい。
【００５６】
　色相の不均一性を支配する要因には、（Ａ）偏光フィルム５、（Ｂ）λ／４位相差フィ
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ルム３、（Ｃ）第１の粘着剤１１及び第２の粘着剤１２、（Ｄ）支持基板１ｅ、（Ｅ）ア
ノード電極Ｅａとしての金属膜又は金属シートがある。
【００５７】
　以下、上述の（式１）～（式３）と色相不均一性との関係について、各要素（Ａ）～（
Ｅ）と共に説明する。
【００５８】
　（Ａ）偏光フィルム５
【００５９】
　（Ａ－１）偏光フィルムの特性
【００６０】
　偏光フィルム５は外部から入射する自然光（外部光）を直線偏光に変換し、ＯＬＥＤパ
ネルからの反射光を遮断して外部光の反射を抑制する役割を担う。偏光フィルム５の光学
的特徴と関連するパラメーターは、単体透過率（Ｔｙ）、平行透過率（Ｔｐ）、直交透過
率（Ｔｃ）、偏光度、ａ＊、ｂ＊などがある。
【００６１】
　上記の偏光フィルム５は、上記の役割と共にＯＬＥＤパネル１の上に積層されるので、
ＯＬＥＤパネル１からの光の出射効率を鑑みて単体透過率（Ｔｙ）を考慮する必要があり
、ＯＬＥＤ表示装置１０が、鮮明な青色を発現できるようにｂ＊値を考慮して調整する必
要がある。
【００６２】
　（Ａ－２）単体透過率（Ｔｙ）
【００６３】
　偏光フィルム５の単体透過率（Ｔｙ）％は、理論値では５０％であり、上記の（式２）
を満たすには、以下の関係式を満たすことが好ましい。
【００６４】
　４０％≦Ｔｙ≦４４．９５％
【００６５】
　もしも、このＴｙの数値範囲が、前述の関係式の範囲の下限値より小さいと、一定水準
以上の輝度を得るためにＯＬＥＤパネル１の出力を上げる必要があり、その結果、ＯＬＥ
Ｄ表示装置の発光寿命が減少する。また、Ｔｙの数値範囲が、前述の関係式の範囲の上限
値より大きい場合、外部光を直線偏光に十分変換することができず、外部光の反射率が高
くなるという問題がある。
【００６６】
　（Ａ－３）ｂ＊値
【００６７】
　ｂ＊値は、負の数値を持つほど、青色を示し、正の数値を持つほど黄色を示す。偏光フ
ィルム５のｂ＊値は、直交ｂ＊値を用いることが好ましい。好ましくは本発明の偏光フィ
ルム５は、（式２）を満たすために、直交ｂ＊値が－１５以上０以下であることが望まし
い。すなわち、以下の関係式である。
【００６８】
　－１５≦ｂ＊≦０
【００６９】
　ｂ＊値が０より大きい値の場合には（例えば＋５）、鮮明な青色の実現が困難であり、
－１５よりも小さい値の場合は、外部光の反射率が高くなる問題が生じるため、上記の範
囲を満足するように調節する。
【００７０】
　偏光フィルム５においては、単体透過率（Ｔｙ）の好適な範囲と、直交ｂ＊値の好適な
範囲が存在するが、少なくともいずれか一方の好適な範囲を満たすことが好ましく、双方
の好適な範囲を満たすことがより好ましい。
【００７１】
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　偏光フィルム５は、通常偏光子とその両側の透明保護フィルムによって構成される。
【００７２】
　（Ａ－４）偏光フィルム内の偏光子
【００７３】
　偏光フィルム内の偏光子の材料としては、以下のものを用いることができる。
【００７４】
　上述のように、偏光フィルムを構成する偏光子は、一軸延伸したポリビニルアルコール
系樹脂フィルムに二色性色素を吸着配向させたものである。これらのポリビニルアルコー
ル系樹脂は、変性されていてもよく、たとえばアルデヒド類で変性されたポリビニルホル
マール、ポリビニルアセタール、ポリビニルブチラールなども使用し得る。
【００７５】
　かかるポリビニルアルコール系樹脂を製膜したものが、偏光フィルムの原反フィルムと
して用いられる。ポリビニルアルコール系樹脂を製膜する方法は、特に限定されるもので
はなく、従来公知の適宜の方法で製膜することができる。ポリビニルアルコール系樹脂か
らなる原反フィルムの膜厚は特に限定されるものではないが、たとえば１０～１５０μｍ
程度である。通常、ロール状で供給され、厚みが２０～１００μｍの範囲内、好ましくは
３０～８０μｍの範囲内であり、また、工業的に実用的な幅が１５００～６０００ｍｍの
範囲内である。
【００７６】
　市販のポリビニルアルコール系フィルム（ビニロンＶＦ－ＰＳ＃７５００、クラレ製／
ＯＰＬフィルム　Ｍ－７５００、日本合成製）の原反厚みは７５μｍ、（ビニロンＶＦ－
ＰＳ＃６０００、クラレ製、ビニロンＶＦ－ＰＥ＃６０００、クラレ製）の原反厚みは６
０μｍなどがある。
【００７７】
　偏光フィルムは、通常、ポリビニルアルコール系樹脂フィルムを二色性色素で染色して
二色性色素を吸着させる工程（染色処理工程）、二色性色素が吸着されたポリビニルアル
コール系樹脂フィルムをホウ酸水溶液で処理する工程（ホウ酸処理工程）、ならびに、こ
のホウ酸水溶液による処理後に水洗する工程（水洗処理工程）を経て、製造される。
【００７８】
　また、偏光フィルムの製造に際し、通常、ポリビニルアルコール系樹脂フィルムは一軸
延伸されるが、この一軸延伸は、染色処理工程の前に行ってもよいし、染色処理工程中に
行ってもよいし、染色処理工程の後に行ってもよい。一軸延伸を染色処理工程の後に行う
場合には、この一軸延伸は、ホウ酸処理工程の前に行ってもよいし、ホウ酸処理工程中に
行ってもよい。勿論、これらの複数の段階で一軸延伸を行うことも可能である。
【００７９】
　染色処理工程におけるポリビニルアルコール系樹脂フィルムの二色性色素による染色は
、たとえば、ポリビニルアルコール系樹脂フィルムを、二色性色素を含有する水溶液に浸
漬することによって行われる。二色性色素としては、たとえばヨウ素、二色性染料などが
用いられる。二色性染料には、たとえば、Ｃ．Ｉ．ＤＩＲＥＣＴ　ＲＥＤ　３９などのジ
スアゾ化合物からなる二色性染料、トリスアゾ、テトラキスアゾなどの化合物からなる二
色性染料が包含される。なお、ポリビニルアルコール系樹脂フィルムは、染色処理の前に
水への浸漬処理を施しておくことが好ましい。
【００８０】
　二色性色素としてヨウ素を用いる場合は、通常ヨウ素およびヨウ化カリウムを含有する
水溶液に、ポリビニルアルコール系樹脂フィルムを浸漬して染色する方法が採用される。
この水溶液におけるヨウ素の含有量は通常、水１００重量部あたり０．０１～１重量部で
あり、ヨウ化カリウムの含有量は通常、水１００重量部あたり０．５～２０重量部である
。二色性色素としてヨウ素を用いる場合、染色に用いる水溶液の温度は、通常２０～４０
℃であり、この水溶液への浸漬時間（染色時間）は、通常２０～１８００秒である。
【００８１】
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　一方、二色性色素として二色性染料を用いる場合は、通常、二色性染料を含む水溶液に
、ポリビニルアルコール系樹脂フィルムを浸漬して染色する方法が採用される。この水溶
液における二色性染料の含有量は、通常、水１００重量部あたり１×１０－４～１０重量
部、好ましくは１×１０－３～１重量部であり、特に好ましくは１×１０－３～１×１０
－２重量部である。この水溶液は、硫酸ナトリウムなどの無機塩を染色助剤として含有し
ていてもよい。二色性色素として二色性染料を用いる場合、染色に用いる染料水溶液の温
度は、通常２０～８０℃であり、また、この水溶液への浸漬時間（染色時間）は、通常１
０～１８００秒である。
【００８２】
　ホウ酸処理工程は、二色性色素により染色されたポリビニルアルコール系樹脂フィルム
をホウ酸含有水溶液に浸漬することにより行われる。ホウ酸含有水溶液におけるホウ酸の
量は、水１００重量部あたり、通常２～１５重量部、好ましくは５～１２重量部である。
上述した染色処理工程における二色性色素としてヨウ素を用いた場合には、このホウ酸処
理工程に用いるホウ酸含有水溶液はヨウ化カリウムを含有することが好ましい。この場合
、ホウ酸含有水溶液におけるヨウ化カリウムの量は、水１００重量部あたり、通常０．１
～１５重量部、好ましくは５～１２重量部である。ホウ酸含有水溶液への浸漬時間は、通
常、６０～１２００秒、好ましくは１５０～６００秒、さらに好ましくは２００～４００
秒である。ホウ酸含有水溶液の温度は、通常４０℃以上であり、好ましくは５０～８５℃
、より好ましくは５５～７５℃である。
【００８３】
　続く水洗処理工程では、上述したホウ酸処理後のポリビニルアルコール系樹脂フィルム
を、たとえば水に浸漬することによって水洗処理する。水洗処理における水の温度は、通
常４～４０℃であり、浸漬時間は、通常１～１２０秒である。水洗処理後は、通常乾燥処
理が施されて、偏光フィルムが得られる。乾燥処理は、たとえば熱風乾燥機、遠赤外線ヒ
ータなどを好適に用いて行われる。乾燥処理の温度は通常３０～１００℃、好ましくは５
０～８０℃である。乾燥処理の時間は、通常６０～６００秒、好ましくは１２０～６００
秒である。
【００８４】
　こうしてポリビニルアルコール系樹脂フィルムに、一軸延伸、二色性色素による染色、
ホウ酸処理および水洗処理を施して、偏光フィルムが得られる。この偏光フィルムの厚み
は、通常、５～５０μｍの範囲内である。
【００８５】
　（Ａ－５）偏光フィルム内の透明保護フィルム
【００８６】
　透明保護フィルムは、偏光子が機械的に弱いため、これを保護するために用いられる。
透明保護フィルムを形成する樹脂の種類によって透湿度が異なり、透明性、機械的強度、
熱安定性、水分遮蔽性および等方性に応じて選択して使用することができる。上記の透明
保護フィルムを形成する材料としては、制限されず、この分野で公知の材料であればいず
れも使用可能である。
【００８７】
　上記の透明保護フィルムの厚さは、限定されないが、あまりにも薄い場合は、強度と加
工性が低下し、あまりにも厚いと透明度が低下する問題がある。これらの透明保護フィル
ムの厚さは、５～２００μｍ以下、好ましくは１０～１５０μｍ以下、より好ましくは２
０～１００μｍ以下であればよい。
【００８８】
　上記の偏光子の透明保護フィルムとして、接着剤や粘着剤を使用することができる。接
着剤としては、たとえば溶媒型接着剤、エマルジョン型接着剤、感圧接着剤、無溶剤型接
着剤、フィルム状の接着剤、ホットメルト型接着剤などがある。好ましい接着剤の一つと
して水系接着剤、すなわち接着剤の原料が水に溶解または分散されていることがある。水
系接着剤は、偏光子と透明保護フィルムを十分に接合でき、光学的透過率が優秀であり、
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黄色に着色するなどの変化がない限り、その種類に特別な制限はない。たとえば、ポリビ
ニルアルコール系樹脂または親水基を持つウレタン係樹脂がある。水系接着剤は接着剤の
原料に配合されている追加の添加剤とともに水と混合して調製することができる。水系接
着剤の市販ポリビニルアルコール係樹脂では（株）クラレで販売されているカルボキシル
酸変性ポリビニルアルコールの「ＫＬ－３１８」（商号）などがある。
【００８９】
　透明保護フィルムとして用いる粘着剤は、アクリル系、シリコーン系、ゴム系、ウレタ
ン系、ポリエステル系またはエポキシ系共重合体などを使用することができ、好ましくは
、アクリル系共重合体、さらに好ましくは感圧性のアクリル系粘着剤が好ましい。
【００９０】
　透明保護フィルムの偏光子への接合は、この分野で通常知られている方法を使用するこ
とができ、例えば、ワイヤーバーコーティング法、グラビアコーティング法、ダイコーテ
ィング法または噴霧法等により偏光子、透明保護フィルム、または両方の接合面に接着剤
や粘着剤を塗布し、これらを接合する方法がある。
【００９１】
　また、透明保護フィルムと接合される偏光子との密着力を上げるため、透明保護フィル
ムの表面に、プラズマ処理、コロナ処理、紫外線照射処理、フレーム（火炎）処理、鹸化
処理などの表面処理を適切に行うことができる。
（Ｂ）λ／４位相差フィルム３
（Ｂ－１）λ／４位相差フィルムの機能と性能
【００９２】
　上記の偏光フィルム５と共にＯＬＥＤパネル１に積層されるλ／４位相差フィルム３は
、偏光フィルム５からの直線偏光を位相差によって、円偏光（右円偏光あるいは左円偏光
）に変換し、ＯＬＥＤパネル１で反射された円偏光（左円偏光あるいは右円偏光）を再度
直線偏光（その時の直線偏光の振動方向は偏光フィルムの吸収軸に一致する）に変換する
機能を有している。
【００９３】
　なお、ＯＬＥＤ表示装置の製造方法は、ＯＬＥＤパネル１と、ＯＬＥＤパネル１上に貼
り付けられたλ／４位相差フィルム３と、λ／４位相差フィルム３上に貼り付けられた偏
光フィルム５と、を備え、偏光フィルム５側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ　Ｅｘｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率が１．２％以下であるＯＬＥＤ
表示装置の製造方法であって、ＯＬＥＤパネル１上にλ／４位相差フィルム３を貼り付け
る工程と、λ／４位相差フィルム３上に偏光フィルム５を貼り付ける工程と、を備えるこ
とができる。
【００９４】
　また、ＯＬＥＤ表示装置の製造方法は、ＯＬＥＤパネル１と、ＯＬＥＤパネル１上に貼
り付けられたλ／４位相差フィルム３と、λ／４位相差フィルム３上に貼り付けられた偏
光フィルム５とを備え、偏光フィルム５側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎ
ｅｎｔ　Ｅｘｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率が１．２％以下であるＯＬＥＤ表
示装置の製造方法であって、偏光フィルム５上にλ／４位相差フィルム３を貼り付けて、
円偏光板を作製する工程と、ＯＬＥＤパネル１上にこの円偏光板を貼り付ける工程とを備
えることができる。
【００９５】
　λ／４位相差フィルム３の光学的特徴と関連するパラメーターは面内位相差の値（Ｒｏ
）があり、ＯＬＥＤ表示装置の反射防止のために面内位相差の値（Ｒｏ）を考慮する必要
がある。
【００９６】
　λ／４位相差フィルム３の５５０ｎｍの測定の位相差の値（Ｒｏ）の範囲は、１３０ｎ
ｍ～１５５ｎｍであり、好ましくは１３５～１５０ｎｍである。上記の面内位相差の値（
Ｒｏ）の範囲外の場合は、ＯＬＥＤ表示装置の反射率が高くなり、反射防止効果が低下す
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る。
【００９７】
　波長λ＝５５０ｎｍの光を入射した場合に、面内において、発生する位相差のずれ量が
、上述の範囲であることが好ましい。すなわち、λ／４位相差フィルム３の膜厚均一性が
高く、面内の位相差値が入射波長５５０ｎｍの４分の１である１３７ｎｍの近傍である場
合には、反射ムラが生じるような反射率の増加は生じないと考えられる。
（Ｂ－２）λ／４位相差フィルムの材料
【００９８】
　λ／４位相差フィルム３としては、液晶コーティングによるλ／４液晶コーティング層
またはフィルムの延伸によるλ／４延伸位相差フィルムが挙げられる。液晶コーティング
によるλ／４液晶コーティング層を形成する材料としては、例えば、熱又は光により架橋
可能な重合性基を有する重合性液晶を用いることが可能である。重合性液晶から形成され
たλ／４液晶コーティング層の光学特性は重合性液晶の配向状態により調節することがで
きる。
【００９９】
　重合性液晶としては、棒状の重合性液晶および円盤状の重合性液晶が挙げられる。
【０１００】
　棒状の重合性液晶が基材に対して水平配向または垂直配向した場合は、該重合性液晶の
光軸は、該重合性液晶の長軸方向と一致する。
【０１０１】
　円盤状の重合性液晶が配向した場合は、該重合性液晶の光軸は、該重合性液晶の円盤面
に対して直交する方向に存在する。
【０１０２】
　重合性液晶を重合させることにより形成される層が面内位相差を発現するためには、重
合性液晶を適した方向に配向させればよい。重合性液晶が棒状の場合は、該重合性液晶の
光軸を基材平面に対して水平に配向させることで面内位相差が発現する、この場合、光軸
方向と遅相軸方向とは一致する。重合性液晶が円盤状の場合は、該重合性液晶の光軸を基
材平面に対して水平に配向させることで面内位相差が発現する、この場合、光軸と遅相軸
とは直交する。重合性液晶の配向状態は、配向膜と重合性液晶との組み合わせにより調整
することができる。
＜重合性液晶＞
【０１０３】
　重合性液晶とは、重合性基を有し、かつ、液晶性を有する化合物である。重合性基とは
、重合反応に関与する基を意味し、光重合性基であることが好ましい。ここで、光重合性
基とは、後述する光重合開始剤から発生した活性ラジカルや酸などによって重合反応に関
与し得る基のことをいう。重合性基としては、ビニル基、ビニルオキシ基、１－クロロビ
ニル基、イソプロペニル基、４－ビニルフェニル基、アクリロイルオキシ基、メタクリロ
イルオキシ基、オキシラニル基、オキセタニル基等が挙げられる。中でも、アクリロイル
オキシ基、メタクリロイルオキシ基、ビニルオキシ基、オキシラニル基及びオキセタニル
基が好ましく、アクリロイルオキシ基がより好ましい。重合性液晶が有する液晶性はサー
モトロピック性液晶でもリオトロピック液晶でも良く、サーモトロピック液晶を秩序度で
分類すると、ネマチック液晶でもスメクチック液晶でも良い。
【０１０４】
　重合性液晶の具体例としては、液晶便覧（液晶便覧編集委員会編、丸善（株）平成１２
年１０月３０日発行）の「３．８．６　ネットワーク（完全架橋型）」、「６．５．１　
液晶材料　ｂ．重合性ネマチック液晶材料」に記載された化合物の中で重合性基を有する
化合物、特開２００２－２６７８３８号公報、特開２００５－２０８４１５号公報、特開
２００５－２０８４１６号公報、特開２００５－２０８４１４号公報、特開２００６－０
５２００１号公報、特開２０１０－２７０１０８号公報、特開２０１０－３１２２３号公
報、特開２０１１－６３６０号公報、特開２０１１－２０７７６５号公報、特表２０１０
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－５２２８９３号公報、特表２０１１－２０７７６５号公報、米国特許第６，１３９，７
７１号明細書、米国特許第６，２０３，７２４号明細書、米国特許第５，５６７，３４９
号公報に記載の重合性液晶が挙げられる。
＜液晶コーティング層形成用組成物＞
【０１０５】
　重合性液晶を重合させることにより形成される層（液晶コーティング層）は、通常、１
以上の重合性液晶を含有する組成物（以下、液晶コーティング層形成用組成物ということ
がある。）を、基材、配向膜、又は保護層の上に塗布し、得られた塗膜中の重合性液晶を
重合させることにより形成される。
【０１０６】
　液晶コーティング層形成用組成物は、通常溶剤を含み、溶剤としては、重合性液晶を溶
解し得る溶剤であって、且つ、重合性液晶の重合反応に不活性な溶剤がより好ましい。
【０１０７】
　液晶コーティング層形成用組成物における溶剤の含有量は、通常、固形分１００質量部
に対して、１０質量部～１００００質量部が好ましく、より好ましくは５０質量部～５０
００質量部である。固形分とは、液晶コーティング層形成用組成物から溶剤を除いた成分
の合計を意味する。
【０１０８】
　液晶コーティング層形成用組成物の塗布は、通常、スピンコ－ティング法、エクストル
ージョン法、グラビアコーティング法、ダイコーティング法、スリットコーティング法、
バーコーティング法、アプリケータ法などの塗布法や、フレキソ法などの印刷法などの公
知の方法によって行われる。塗布後、通常、得られた塗布膜中に含まれる重合性液晶が重
合しない条件で溶剤を除去することにより、乾燥被膜が形成される。乾燥方法としては、
自然乾燥法、通風乾燥法、加熱乾燥および減圧乾燥法が挙げられる。
＜基材＞
【０１０９】
　前記基材は通常透明基材である。透明基材とは、光、特に可視光を透過し得る透明性を
有する基材を意味し、透明性とは、波長３８０～７８０ｎｍにわたる光線に対しての透過
率が８０％以上となる特性をいう。具体的な透明基材としては、透光性樹脂基材が挙げら
れる。透光性樹脂基材を構成する樹脂としては、ポリエチレン、ポリプロピレンなどのポ
リオレフィン；ノルボルネン系ポリマーなどの環状オレフィン系樹脂；ポリビニルアルコ
ール；ポリエチレンテレフタレート；ポリメタクリル酸エステル；ポリアクリル酸エステ
ル；トリアセチルセルロース、ジアセチルセルロース、セルロースアセテートプロピオネ
ートなどのセルロースエステル；ポリエチレンナフタレート；ポリカーボネート；ポリス
ルホン；ポリエーテルスルホン；ポリエーテルケトン；ポリフェニレンスルフィドおよび
ポリフェニレンオキシドが挙げられる。入手のしやすさや透明性の観点から、ポリエチレ
ンテレフタレート、ポリメタクリル酸エステル、セルロースエステル、環状オレフィン系
樹脂またはポリカーボネートが好ましい。
＜配向膜＞
【０１１０】
　本発明における配向膜とは、重合性液晶を所望の方向に液晶配向させる、配向規制力を
有するものである。
【０１１１】
　配向膜としては、液晶コーティング層形成用組成物の塗布などにより溶解しない溶剤耐
性を有し、また、溶剤の除去や重合性液晶の配向のための加熱処理における耐熱性を有す
るものが好ましい。かかる配向膜としては、配向性ポリマーを含む配向膜及び光配向膜等
が挙げられ、配向性ポリマー形成用組成物又は光配向膜形成用組成物を基材に塗布して得
ることができる。
【０１１２】
　配向性ポリマー形成用組成物又は光配向膜形成用組成物を基材に塗布する方法としては
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、スピンコ－ティング法、エクストルージョン法、グラビアコーティング法、ダイコーテ
ィング法、スリットコーティング法、バーコーティング法、アプリケータ法などの塗布法
、フレキソ法などの印刷法などの公知の方法が挙げられる。本光学フィルムを、後述する
Ｒｏｌｌ　ｔｏ　Ｒｏｌｌ形式の連続的製造方法により製造する場合、当該塗布方法には
通常、グラビアコーティング法、ダイコーティング法又はフレキソ法などの印刷法が採用
される。
【０１１３】
　配向膜の厚さは、通常１０ｎｍ～１００００ｎｍの範囲であり、好ましくは１０ｎｍ～
１０００ｎｍの範囲であり、より好ましくは５００ｎｍ以下であり、さらに好ましくは１
０ｎｍ～５００ｎｍの範囲である。
【０１１４】
　液晶コーティング層形成用組成物は、反応性添加剤を含んでもよい。
【０１１５】
　反応性添加剤としては、その分子内に炭素－炭素不飽和結合と活性水素反応性基とを有
するものが好ましい。なお、ここでいう「活性水素反応性基」とは、カルボキシル基（－
ＣＯＯＨ）、水酸基（－ＯＨ）、アミノ基（－ＮＨ２）等の活性水素を有する基に対して
反応性を有する基を意味し、グリシジル基、オキサゾリン基、カルボジイミド基、アジリ
ジン基、イミド基、イソシアネート基、チオイソシアネート基、無水マレイン酸基等がそ
の代表例である。反応性添加剤が有する、炭素－炭素不飽和結合及び活性水素反応性基の
個数は、通常、それぞれ１～２０個であり、好ましくはそれぞれ１～１０個である。
【０１１６】
　液晶コーティング層形成用組成物は、１種以上のレベリング剤を含有することが好まし
い。レベリング剤は、液晶コーティング層形成用組成物の流動性を調整し、液晶コーティ
ング層形成用組成物を塗布することにより得られる塗布膜をより平坦にする機能を有し、
具体的には、界面活性剤が挙げられる。レベリング剤としては、ポリアクリレート化合物
を主成分とするレベリング剤およびフッ素原子含有化合物を主成分とするレベリング剤か
らなる群から選ばれる少なくとも１種が好ましい。
【０１１７】
　液晶コーティング層形成用組成物がレベリング剤を含有する場合、その含有量は、重合
性液晶１００質量部に対して、０．０５質量部以上５質量部以下が好ましく、０．０５質
量部以上３質量部以下がより好ましい。レベリング剤の含有量が前記の範囲内であると、
重合性液晶を水平配向させることが容易であり、かつ、得られるλ／４液晶コーティング
層がより平滑となる傾向がある。
【０１１８】
　液晶コーティング層形成用組成物は、１種以上の重合開始剤を含有することが好ましい
。重合開始剤は、重合性液晶の重合反応を開始し得る化合物であり、より低温条件下で、
重合反応を開始できる点で、光重合開始剤が好ましい。具体的には、光の作用により活性
ラジカルまたは酸を発生できる光重合開始剤が挙げられ、中でも、光の作用によりラジカ
ルを発生する光重合開始剤が好ましい。
【０１１９】
　液晶コーティング層形成用組成物が重合開始剤を含有する場合、その含有量は、該組成
物に含有される重合性液晶の種類およびその量に応じて適宜調節できるが、重合性液晶１
００質量部に対して、０．１～３０質量部が好ましく、０．５～１０質量部がより好まし
く、０．５～８質量部がさらに好ましい。重合性開始剤の含有量が、この範囲内であれば
、重合性液晶の配向を乱すことなく重合させることができる。
【０１２０】
　液晶コーティング層形成用組成物が光重合開始剤を含有する場合、該組成物は光増感剤
をさらに含有していてもよい。光増感剤としては、キサントン、チオキサントンなどのキ
サントン化合物（例えば、２，４－ジエチルチオキサントン、２－イソプロピルチオキサ
ントンなど）；アントラセン、アルコキシ基含有アントラセン（例えば、ジブトキシアン
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トラセンなど）などのアントラセン化合物；フェノチアジンおよびルブレンが挙げられる
。
【０１２１】
　液晶コーティング層形成用組成物が光重合開始剤および光増感剤を含有する場合、該組
成物に含有される重合性液晶の重合反応をより促進することができる。光増感剤の使用量
は、光重合開始剤および重合性液晶の種類およびその量に応じて適宜調節できるが、重合
性液晶１００質量部に対して、０．１～３０質量部が好ましく、０．５～１０質量部がよ
り好ましく、０．５～８質量部がさらに好ましい。
【０１２２】
　重合性液晶の重合反応をより安定的に進行させるために、液晶コーティング層形成用組
成物は適量の重合禁止剤を含有してもよく、これにより、重合性液晶の重合反応の進行度
合いを制御しやすくなる。
【０１２３】
　重合禁止剤としては、ハイドロキノン、アルコキシ基含有ハイドロキノン、アルコキシ
基含有カテコール（例えば、ブチルカテコールなど）、ピロガロール、２，２，６，６－
テトラメチル－１－ピペリジニルオキシラジカルなどのラジカル補足剤；チオフェノール
類；β－ナフチルアミン類およびβ－ナフトール類が挙げられる。
【０１２４】
　液晶コーティング層形成用組成物が重合禁止剤を含有する場合、その含有量は、重合性
液晶の種類およびその量、並びに光増感剤の使用量などに応じて適宜調節できるが、重合
性液晶１００質量部に対して、０．１～３０質量部が好ましく、０．５～１０質量部がよ
り好ましく、０．５～８質量部がさらに好ましい。重合禁止剤の含有量が、この範囲内で
あれば、重合性液晶の配向を乱すことなく重合させることができる。
【０１２５】
　重合性液晶の重合は、重合性基を有する化合物を重合させる公知の方法により行うこと
ができる。具体的には、熱重合および光重合が挙げられ、重合の容易さの観点から、光重
合が好ましい。光重合により重合性液晶を重合させる場合、光重合開始剤を含有した重合
性液晶組成物を塗布し、乾燥して得られる乾燥被膜中の重合性液晶を液晶相状態にした後
、該液晶状態を保持したまま、光重合させることが好ましい。
【０１２６】
　λ／４延伸位相差フィルム３の形成は、溶液膜法または押出成形法としてフィルムを製
造し、これを延伸することが望ましい。λ／４延伸位相差フィルムは機械流れ方向に延伸
する終一軸延伸；機械フローの方向に直交する方向に延伸する横一軸延伸；縦および横を
同時に実行する二軸延伸などで製造することができ、好ましくは斜め延伸されたフィルム
を適用することがよい。
【０１２７】
　この時点で、延伸法で使用される材料は、限定されるわけではなく、具体的には、固有
複屈折値が正、負、またはこれらの組合せの原料を使用して製造することができる。上記
の「固有複屈折値が正である材料」は分子が一軸性の秩序を持って配向された場合に、光
学的に正の一軸性を示す材料を意味する。例えば、正の原料樹脂の場合、分子の配向方向
の屈折率が上記の配向方向に直交する方向の光の屈折率よりも大きくなることを意味する
。
【０１２８】
　上記の「固有複屈折値が負である材料」は分子が一軸性の秩序を持って配向された場合
に、光学的に負の一軸性を示す材料を意味する。
【０１２９】
　例えば、負の原料樹脂の場合、分子の配向方向の屈折率が上記の配向方向に直交する方
向の光の屈折率よりも小さくなることを意味する。
【０１３０】
　具体的には、延伸法で使用される材料としては、ポリエチレン、ポリプロピレンなどの
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ポリオレフィン；ノルボルネン系ポリマーなどの環状オレフィン系樹脂；ポリビニルアル
コール；ポリエチレンテレフタレート；ポリメタクリル酸エステル；ポリアクリル酸エス
テル；トリアセチルセルロース、ジアセチルセルロース、セルロースアセテートプロピオ
ネートなどのセルロースエステル；ポリエチレンナフタレート；ポリカーボネート；ポリ
スルホン；ポリエーテルスルホン；ポリエーテルケトン；ポリフェニレンスルフィドおよ
びポリフェニレンオキシドが挙げられる。
【０１３１】
　λ／４位相差フィルムの厚さは、λ／４液晶コーティング層の場合は、通常１０μｍ以
下であり、好ましくは５μｍ以下であり、より好ましくは０．５μｍ以上５μｍ以下であ
る。λ／４延伸位相差フィルムの場合は、通常１００μｍ以下であり、好ましくは６０μ
ｍ以下であり、より好ましくは５μｍ以上５０μｍ以下である。
（Ｃ）第１の粘着剤１１及び第２の粘着剤１２
【０１３２】
　ＯＬＥＤ表示装置１０を構成するＯＬＥＤパネル１に積層されるλ／４位相差フィルム
３および偏光フィルム５は、粘着剤により貼り合わせることが可能である。第１の粘着剤
１１及び第２の粘着剤１２は、光学的透明性が優れ、適切な凝集性、接着性などを含む粘
着特性を示すことが好ましく、特に耐久性が優れていることが好ましい。これらの第１お
よび第２粘着剤を形成するための最適な粘着剤としては、アクリル系、シリコーン系、ゴ
ム系、ウレタン系、ポリエステル系または共重合体などが挙げられ、好ましくは、アクリ
ル系共重合体、さらに好ましくは感圧性のアクリル系粘着剤である。第２の粘着剤に代え
て接着剤を用いることもできる。
【０１３３】
　粘着剤には、この他に、様々な添加剤を配合してもよい。具体的な添加物としては、シ
ランカップリング剤または帯電防止剤が挙げられる。シランカップリング剤は、ガラスと
の接着性向上に有効であり、帯電防止剤は、静電気の発生を減少または抑制するために利
用できる。第１および第２粘着剤を偏光フィルムに積層する方法においても、当分野で通
常的に使用される方法であれば、特に制限されない。例えば、偏光フィルム５の表面に粘
着剤層形成用コーティング剤を塗布し、乾燥し、積層することができる。また、シリコー
ンコーティングされた剥離フィルム上に、上記と同じ塗布方法として粘着剤層を形成して
粘着シートを製造した後、これらのロールの圧着装置を使用して、積層することができる
。上記の第１および第２粘着剤の厚さは、粘着性に応じて調整することができ、通常３μ
ｍ以上１００μｍ以下であることが多く、より好ましくは３μｍ以上２０μｍ以下である
ことが好ましい。
【０１３４】
　第１の粘着剤としては、国際公開ＷＯ２０１２／１７３０６６号に記載の粘着剤が挙げ
られる。具体的には、アクリル樹脂と球状微粒子を含有し；アクリル樹脂と球状微粒子と
の屈折率差が０．０１を超え０．０９未満の範囲にあり；アクリル樹脂は、重量平均分子
量が５０万～２００万の範囲にある高分子量アクリル樹脂と、重量平均分子量が千～１５
万の範囲にある低分子量アクリル樹脂との混合物であり；アクリル樹脂は、該アクリル樹
脂の不揮発分全量を基準として、その低分子量アクリル樹脂を５～３３重量％含有し；球
状微粒子の平均粒径が５～１５μｍの範囲にあり；球状微粒子を上記アクリル樹脂の不揮
発分１００重量部に対して２０～５０重量部含有する粘着剤である。
【０１３５】
　また、前記高分子量アクリル樹脂中の、炭素数１～１４のアルキル基を有する（メタ）
アクリル酸アルキルエステルに由来する構造単位の含有量が７０～９９．８重量％であり
、かつ、架橋可能な極性官能基を有する（メタ）アクリル酸系化合物に由来する構造単位
の含有量が０．２～１０重量％である前記粘着剤が好ましい。
【０１３６】
　また、前記低分子量アクリル樹脂中の、炭素数１～１４のアルキル基を有する（メタ）
アクリル酸アルキルエステルに由来する構造単位の含有量が８０～１００重量％であり、
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かつ、架橋可能な極性官能基を有する（メタ）アクリル酸系化合物に由来する構造単位の
含有量が０～１０重量％である前記粘着剤が好ましく、さらに、光拡散性粘着剤は、イソ
シアネート系架橋剤を含有することができる。
（Ｄ）支持基板１ｅ
【０１３７】
　支持基板１ｅは、ガラス基板からなるが、プラスチック基板であってもよい。裏面側の
反射膜となる金属膜を蒸着で貼り付けるためには、ガラス基板が好ましい。
（Ｅ）アノード電極Ｅａとしての金属膜又は金属シート
【０１３８】
　反射率のムラは、アノード電極Ｅａとしての金属膜が均一に形成されることが好ましい
。蒸着により形成されるアノード電極Ｅａとしての金属膜の厚みは、５００ｎｍ以下であ
ることが好ましい。
【０１３９】
　上記の構成より、偏光フィルムに付着したＯＬＥＤ表示装置において、偏光フィルム５
とＯＬＥＤパネル１の間にλ／４位相差フィルム３を含有して散乱によるＯＬＥＤ表示装
置１０の色相不均一性を制御する。
【０１４０】
　以上、説明したように、本実施形態のＯＬＥＤ表示装置においては、反射体を有してい
るが、均一な色相を実現することができる。ＯＬＥＤパネル１上に、λ／４位相差フィル
ム３と偏光フィルム５が接着されたＯＬＥＤ表示装置においては、外部光が入ると、パネ
ルの表面又は内部で反射する光によって、散乱が発生する。上記の散乱によって反射光の
色相が変化する。また、反射光の偏光状態が変化して反射光が均一な色相を持たなくなり
、位置によって色相の差異が示す色相不均一性（ｃｈｒｏｍｉｎａｎｃｅ　ｎｏｎ－ｕｎ
ｉｆｏｒｍｉｔｙ、または、ムラと言う）が発生する。反射防止の場合、λ／４位相差フ
ィルム、偏光フィルムの付着によってある程度の抑制が可能になる。
【０１４１】
　色相を測定するための装置は、分光色差計があり、通常の分光色差計は３８０～７８０
ｎｍの可視光領域での色相をＣＩＥ（Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ
ｌｅ　ｄｅ　ｌ’Ｅｃｌａｉｒａｇｅまたは国際照明委員会）の標準観測条件に準拠して
、ＸＹＺ、Ｙｘｙ、Ｌ＊ａ＊ｂ＊、Ｌ＊Ｃ＊ｈ＊、ΔＥ＊

ａｂ、波長別反射率などのパラ
メーターを測定することができる。Ｌ＊は明度指数、ａ＊

、ｂ＊は、クロマティクネス指
数である。これらのパラメーターの中、反射によって引き起こす色相不均一性と関する数
値として、ＣＩＥ１９３１標準観測者に対する視感反射率（または物体の三刺激値Ｙ）を
選択し、上記の視感反射率を測定するための測定モードを適用して新しい関係式を定立し
た。視感反射率の測定は、ＣＩＥ、ＩＳＯ、ＡＳＴＭ、ＤＩＮ、及びＪＩＳなどの国際標
準を基にして測定した。
【０１４２】
　具体的にはｄ／８：ｉとｄ／８：ｅで表される観測条件で測定した。またｄ／８：ｉ測
定条件はＳＣＩ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｃｌｕｄｅｄ）モードを
、ｄ／８：ｅ測定条件はＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｅｘｃｌｕｄ
ｅｄ）モードを表す。このＳＣＩモードおよびＳＣＥモードは正反射光成分（Ｓｐｅｃｕ
ｌａｒ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）の包含有無によって異なる方式で測定することができる。
【０１４３】
　正反射成分が高い物体の場合は、非常に明るいので人の目では物体の色相を認識できな
い。散乱反射成分は、正反射成分に比べて暗いので目で物体の色相を認識しやすい。これ
は物体の表面条件が変化すれば、物体の色相は異なるように見えるが、物体の色相は変化
していない。正反射量と散乱反射量は、物体の表面条件の影響を受けるが、均一な色相を
有する物体なら、全体反射量は変化しない。これで、ＳＣＥモードは正反射成分を除く、
散乱反射光のみを測定し、ＳＣＩモードは正反射光および散乱反射光を測定する。すなわ
ち、ＳＣＥモードは観測者が物体の色相を見る観点で色相を評価する。ＳＣＩモードを利
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用すると、表面の状態による影響を抑制して、色相を評価できるようになる。
【０１４４】
　以下、本発明の理解を助けるために好ましい実施例を提示するが、実施例は本発明を例
示するものである。
＜実験例＞
（１）散乱反射体の作製
【０１４５】
　まず、ガラス基板の裏面にアルミニウムからなる金属膜を蒸着した鏡を用意する。なお
、アルミニウムの代わりに、銀などの金属を蒸着して金属膜を作製することも可能である
。ガラス基板は、厚み３ｍｍ、サイズが２９５ｍｍ×２９５ｍｍの四角形である。実施例
では、ガラス基板上の金属膜が形成された面とは反対側の面上に、散乱粒子を含む粘着剤
（光拡散性粘着剤、住友化学社製）を２５μｍ以下の厚さで塗布し、散乱反射体を作製し
た（反射体Ｎｏ．１、Ｎｏ．２、Ｎｏ．３）。なお、光拡散性粘着剤は、透過光を散乱し
、拡散する。この光拡散性粘着剤は、国際公開ＷＯ２０１２／１７３０６６号に記載の光
拡散性粘着剤（組成物）を参考にして、各ヘイズ値を有する粘着剤を用いることができる
。
【０１４６】
　別の実施例として、散乱がない反射体を用いるために、上記と同様に、ガラス基板上に
アルミニウム薄膜を蒸着してなる鏡を用意し、蒸着面とは反対側の面上に、散乱粒子を含
まない通常の粘着剤（住友化学社製）を２５μｍ以下の厚さで塗布して、反射体を作製し
た（反射体Ｎｏ．４、Ｎｏ．８、Ｎｏ．９、Ｎｏ．１０、Ｎｏ．１１、Ｎｏ．１４、Ｎｏ
．１５）。
【０１４７】
　さらに、サンドブラスト処理により一方の面を適宜粗くしたソーダ石灰ガラスの基板の
粗い面上に、アルミニウムからなる金属膜を蒸着し、金属膜蒸着面とは反対側の面上に、
散乱粒子を含まない通常の粘着剤を塗布して、散乱反射体を作製した（反射体Ｎｏ．５、
Ｎｏ．６、Ｎｏ．７、Ｎｏ．１２、Ｎｏ．１３）。
【０１４８】
　上記反射体Ｎｏ．１、Ｎｏ．２、Ｎｏ．３の製作に使用した光拡散性粘着剤のヘイズ値
（Ｈａｚｅ）を測定した。ヘイズ値の測定には、ＨＭ－１５０（村上色彩社製のヘイズメ
ータ）を用いた。ヘイズ値（Ｈａｚｅ）＝Ｔｄ／Ｔｔは、全体透過光（Ｔｔ）の中、散乱
透過光（Ｔｄ）の割合である。なお、この拡散性粘着剤のヘイズ値は、ＪＩＳ　Ｋ　７１
３６：２０００「プラスチック－透明材料のヘイズの求め方」に準拠して求めている。な
お、全ての実験において、測定時の温度は２５℃、湿度は６０％である。
【０１４９】
　以上の結果を纏めると以下の通りである。
（Ｎｏ．１）
基板の材料：ガラス
金属薄膜の材料：アルミニウム
粘着剤の種類：光拡散性粘着剤（＊１）
粘着剤のヘイズ値：２７％
（Ｎｏ．２）
基板の材料：ガラス
金属薄膜の材料：アルミニウム
粘着剤の種類：光拡散性粘着剤（＊２）
粘着剤のヘイズ値：３４％
（Ｎｏ．３）
基板の材料：ガラス
金属薄膜の材料：アルミニウム
粘着剤の種類：光拡散性粘着剤（＊３）
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粘着剤のヘイズ値：５２％
（Ｎｏ．４）、（Ｎｏ．８）、（Ｎｏ．９）、（Ｎｏ．１０）、（Ｎｏ．１１）、（Ｎｏ
．１４）、（Ｎｏ．１５）
基板の材料：ガラス
金属薄膜の材料：アルミニウム
粘着剤の種類：通常の粘着剤（＊４）
粘着剤のヘイズ値：０．１％
（Ｎｏ．５）、（Ｎｏ．６）、（Ｎｏ．７）、（Ｎｏ．１２）、（Ｎｏ．１３）
基板の材料：ソーダ石灰ガラス
金属シートの材料：アルミニウム
粘着剤の種類：通常の粘着剤（＊５）
粘着剤のヘイズ値：０．１％
（２）色相不均一性評価
【０１５０】
　上記の散乱反射体上に、λ／４位相差フィルムと、偏光フィルムとを、この順序で貼付
けた。サンプル番号は、それぞれの散乱反射体のサンプル番号と同じとする。すなわち、
散乱反射体は、表面に上述の粘着剤（第１の粘着剤とする）を備えているので、この上に
λ／４位相差フィルムを貼り付け、λ／４位相差フィルム上に更に粘着剤（第２の粘着剤
とする）を塗布し、この粘着剤上に偏光フィルムを貼り付けた。なお、粘着剤を塗る側の
部材は、これらの場合とは逆の部材であってもよい。以上のようにして、本例では、ＯＬ
ＥＤパネル上にλ／４位相差フィルムを貼り付ける工程と、λ／４位相差フィルム上に偏
光フィルムを貼り付ける工程とを備えており、反射光がλ／４位相差フィルムを往復する
ことにより、偏光フィルムで遮蔽され、反射光の出射が抑制される。
【０１５１】
　第２の粘着剤は、散乱粒子を含まない通常の粘着剤（住友化学社製）であり、上述の通
常の粘着剤（＊４）と同一である。
【０１５２】
　しかる後、色相不均一性の視認性を、暗室で蛍光灯の下で目視観察した。色相均一の写
真を得るために、暗室で蛍光灯の下で、ＣＣＤカメラ（Ｒｉｓａ－Ｃｏｌｏｒ（Ｈｉ－Ｌ
ａｎｄ社））で写真を撮った。図４に、Ｎｏ．１～Ｎｏ．５のサンプルを用いて表面を撮
影した写真の図を示す。
【０１５３】
　Ｎｏ．１のサンプルの場合、目視で観察した色相不均一性は、「ＧＯＯＤ」であった。
Ｎｏ．２のサンプルの場合、目視で観察した色相不均一性は、「ＧＯＯＤ」であった。Ｎ
ｏ．３のサンプルの場合、目視で観察した色相不均一性は、「ＮＯＴ　ＢＡＤ」であった
。Ｎｏ．４のサンプルの場合、目視で観察した色相不均一性は、「ＶＥＲＹ　ＧＯＯＤ」
であった。Ｎｏ．５のサンプルの場合、目視で観察した色相不均一性は、「ＢＡＤ」であ
った。結果の纏めは、図５に示した。
【０１５４】
　なお、目視観察した色相不均一性の指標は、以下のような基準とした。
「ＶＥＲＹ　ＧＯＯＤ」：目視でムラが完全に見えない。
「ＧＯＯＤ」：目視でムラが見えない。
「ＮＯＴ　ＢＡＤ」：目視でムラが若干見える。
「ＢＡＤ」：目視でムラがよく見える
【０１５５】
　（３）反射体の関連パラメーター選定
【０１５６】
　λ／４位相差フィルムと偏光フィルムを取りつける前における散乱反射体のＳＣＥのモ
ードでの反射率ｒＳＣＥ、ＳＣＩモードでの反射率ｒＳＣＩを測定した。この視感反射率
は分光測色計（ＣＭ３７００Ｄ：コニカミノルタ社製）を使用して、Ｄ６５標準光や２度
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観測者の条件で測定した。各サンプルのＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳ

ＣＥ／ｒＳＣＩ）を示す。結果の纏めは、図５～図７に示した。
【０１５７】
　（ＳＣＥ／ＳＣＩ測定結果）
Ｎｏ．１のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／ｒＳ

ＣＩ）は、「３３％」であった。
【０１５８】
　Ｎｏ．２のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／ｒ

ＳＣＩ）は、「４４％」であった。
【０１５９】
　Ｎｏ．３のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／ｒ

ＳＣＩ）は、「６１％」であった。
【０１６０】
　Ｎｏ．４のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／ｒ

ＳＣＩ）は、「０％」であった。
【０１６１】
　Ｎｏ．５のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／ｒ

ＳＣＩ）は、「８８％」であった。
【０１６２】
　Ｎｏ．６のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／ｒ

ＳＣＩ）は、「５６％」であった。
【０１６３】
　Ｎｏ．７のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／ｒ

ＳＣＩ）は、「５２％」であった。
【０１６４】
　Ｎｏ．８のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／ｒ

ＳＣＩ）は、「０％」であった。
【０１６５】
　Ｎｏ．９のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／ｒ

ＳＣＩ）は、「０％」であった。
【０１６６】
　Ｎｏ．１０のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／
ｒＳＣＩ）は、「０％」であった。
【０１６７】
　Ｎｏ．１１のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／
ｒＳＣＩ）は、「０％」であった。
【０１６８】
　Ｎｏ．１２のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／
ｒＳＣＩ）は、「６７．８７％」であった。
【０１６９】
　Ｎｏ．１３のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／
ｒＳＣＩ）は、「７０％」であった。
【０１７０】
　Ｎｏ．１４のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／
ｒＳＣＩ）は、「０％」であった。
【０１７１】
　Ｎｏ．１５のサンプルの場合、ＳＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ｒＳＣＥ／
ｒＳＣＩ）は、「０％」であった。
【０１７２】
　結果の纏めは、図５～図７に示した。
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【０１７３】
　（４）ＯＬＥＤ表示装置の関連パラメーター選定
【０１７４】
　λ／４位相差フィルムと偏光フィルムを取りつけた後における散乱反射体のＳＣＥのモ
ードでの反射率、ＳＣＩモードでの反射率を測定した。この視感反射率は分光測色計（Ｃ
Ｍ３７００Ｄ：コニカミノルタ社製）を使用して、Ｄ６５標準光や２度観測者の条件で測
定した。各サンプルのＳＣＥ／ＳＣＩを示す。
【０１７５】
　（ＳＣＥ／ＳＣＩ測定結果）
Ｎｏ．１のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「０．５４％」、ＳＣＥ
モード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は「９％」であった。
【０１７６】
　Ｎｏ．２のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「０．６６％」、ＳＣ
Ｅモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１１％」であった。
【０１７７】
　Ｎｏ．３のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「０．９０％」、ＳＣ
Ｅモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１５％」であった。
【０１７８】
　Ｎｏ．４のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「０．０３％」、ＳＣ
Ｅモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１％」」であった。
【０１７９】
　Ｎｏ．５のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「１．３４％」、ＳＣ
Ｅモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は「２２％」であった。
【０１８０】
　Ｎｏ．６のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「１．０％」、ＳＣＥ
モード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は「１７％」であった。
【０１８１】
　Ｎｏ．７のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「０．８９％」、ＳＣ
Ｅモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１５％」であった。
【０１８２】
　Ｎｏ．８のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「０．０３％」、ＳＣ
Ｅモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１％」であった。
【０１８３】
　Ｎｏ．９のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「０．０３％」、ＳＣ
Ｅモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１％」であった。
【０１８４】
　Ｎｏ．１０のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「０．０３％」、Ｓ
ＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１％」であった。
【０１８５】
　Ｎｏ．１１のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「０．０３％」、Ｓ
ＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１％」であった。
【０１８６】
　Ｎｏ．１２のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「１．１％」、ＳＣ
Ｅモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１８．３２％」であ
った。
【０１８７】
　Ｎｏ．１３のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「１．１６％」、Ｓ
ＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１９．０９％」で
あった。
【０１８８】
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　Ｎｏ．１４のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「０．０３％」、Ｓ
ＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１％」であった。
【０１８９】
　Ｎｏ．１５のサンプルの場合、ＳＣＥモードでの反射率ＲＳＣＥは「０．０３％」、Ｓ
ＣＥモード反射率／ＳＣＩモード反射率（ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ）は、「１％」であった。
【０１９０】
　すなわち、色相不均一性として、「ＧＯＯＤ」又は「ＶＥＲＹ　ＧＯＯＤ」が得られる
のは、サンプルＮｏ．１、Ｎｏ．２、Ｎｏ．４、Ｎｏ．８～Ｎｏ．１１、Ｎｏ．１４、Ｎ
ｏ．１５であり、「ＮＯＴ　ＢＡＤ」が得られるのは、サンプルＮｏ．３、Ｎｏ．６、Ｎ
ｏ．７．Ｎｏ．１２、Ｎｏ．１３であった。
【０１９１】
　上述の実験例（実施例・比較例）で用いた各要素の材料について、説明する。
【０１９２】
　なお、散乱反射体を構成する各要素の詳細な材料は、以下の通りである。
（１）ガラス基板
【０１９３】
　ガラス基板は、ケイ砂（ＳｉＯ２）、酸化ホウ素（B2O3）、 酸化アルミニウム (Al2O3
）を混合して融解することにより得られる。ここでは、市販のガラス基板（屈折率：１．
５０）を用いた。
（２）金属膜（アルミニウム）
【０１９４】
　蒸着により形成した金属膜の膜厚は５００ｎｍであった。金属膜が形成されたガラス基
板の反射率は８８．５％であった。
（３）光拡散性粘着剤
【０１９５】
　国際公開ＷＯ２０１２／１７３０６６号に準じて作製した、
（３－１）上述の光拡散性粘着剤（＊１）の詳細：
【０１９６】
　上述の実験例で用いた材料は、具体的には、アクリル樹脂（屈折率：１．４２）の不揮
発分１００重量部に対して球状微粒子（屈折率：１．４９、平均直径：５μｍ） ２３重
量部含有する。拡散接着剤の厚みは１５μｍである。
（３－２）上述の光拡散性粘着剤（＊２）の詳細：
【０１９７】
　上述の実験例で用いた材料は、具体的には、アクリル樹脂（屈折率：１．４２）の不揮
発分１００重量部に対して球状微粒子（屈折率：１．４９、平均直径：５μｍ） ２８重
量部含有する。拡散接着剤の厚みは１５μｍである。
（３－３）上述の光拡散性粘着剤（＊３）の詳細：
【０１９８】
　上述の実験例で用いた材料は、具体的には、アクリル樹脂（屈折率：１．４２）の不揮
発分１００重量部に対して球状微粒子（屈折率：１．４９、平均直径：５μｍ） ４１重
量部含有する。拡散接着剤の厚みは１５μｍである。
（４）通常の粘着剤の詳細
【０１９９】
　上述の実験例で用いた通常の粘着剤（＊４）の材料は、具体的には、光拡散性粘着剤（
＊１）から、球状微粒子を除いたものであり、この材料は、上述の通常の粘着剤（＊５）
と同一である。なお、球状微粒子を上記アクリル樹脂の不揮発分１００重量部に対して３
重量部以下であれば、ほぼ同様の効果があると考えられる。
（５）ソーダ石灰ガラス基板
【０２００】
　ソーダ石灰ガラスは、ケイ砂（ＳｉＯ２）、炭酸ナトリウム（Ｎａ２ＣＯ３）、炭酸カ
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ルシウム　ＣａＣＯ３）を混合して融解することにより得られる。具体的には、屈折率が
１．５２であり、一方の面にサンドブラスト処理し、金属膜５００ｎｍ蒸着の場合、ＳＣ
Ｅ反射率が７０．０７％となるものである。
（７）λ／４位相差フィルム
【０２０１】
　なお、上記のλ／４位相差フィルムを、ＡＸＯＳＣＡＮ（Ａｘｏｍｅｔｒｉｃｓ）で測
定した結果、５５０ｎｍでの面内位相差値（Ｒｏ）が１４４ｎｍであった。λ／４位相差
フィルムについては、その波長分散特性（Ｒｅ（４４０ｎｍ）／Ｒｅ（５５０ｎｍ））が
、０．８以上１．０以下を満足している。すなわち、波長λ＝５５０ｎｍの場合の光がλ
／４位相差フィルムを透過する場合の実効的な位相差に対して、波長λ＝４４０ｎｍの場
合の光がλ／４位相差フィルムを透過する場合の実効的な位相差は、０．８以上１．０以
下の範囲にある。
（８）偏光フィルム
【０２０２】
　上述の実験例で用いた偏光フィルムは、厚さ１００μｍのものを用いたが、２６μｍ以
上２２０μｍ以下のものを用いることもできる。上記の偏光フィルムをＶ７１００　ＵＶ
－ＶＩＳ分光器（Ｊａｓｃｏ社製）で測定した結果、単体透過率（Ｔｙ）が４４．６５％
であり、直交ｂ＊が－９．１９であった。偏光フィルムは単体透過率（Ｔｙ）が４０％以
上４４．９５％以下であり、直交ｂ＊が‐１５以上０以下であることが好ましい。（結果
と解析）
【０２０３】
　まず、ＯＬＥＤ表示装置が、ＯＬＥＤパネルと、ＯＬＥＤパネル上に貼り付けられたλ
／４位相差フィルムと、λ／４位相差フィルム上に貼り付けられた偏光フィルムとを備え
た場合、λ／４位相差フィルムによる偏光変換機能と、偏光フィルムによる光の遮断機能
により、原理的に、反射率は低く抑えられるようになる。
【０２０４】
　次に、ＯＬＥＤ表示装置において、偏光フィルム側からＳＣＥ（Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｃ
ｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｅｘｃｌｕｄｅｄ）モードで測定された反射率が１．２％以下である
ことが望ましい。なぜならば、上述の実験により、当該反射率が１．２％以下の場合には
、実験サンプルＮｏ．１などのデータで証明されるように、反射ムラの評価が改善してい
る。したがって、上記の（式１）：ＲＳＣＥ≦１．２％により、反射ムラが改善すること
が分かる。
【０２０５】
　具体的には、サンプルＮｏ．１のＳＣＥモード反射率ＲＳＣＥは０．５４％、サンプル
Ｎｏ．２のＳＣＥモード反射率ＲＳＣＥは０．６６％、サンプルＮｏ．３のＳＣＥモード
反射率ＲＳＣＥは０．９０％、サンプルＮｏ．４のＳＣＥモード反射率ＲＳＣＥは０．０
３％、サンプルＮｏ．５のＳＣＥモード反射率ＲＳＣＥは１．３４％、サンプルＮｏ．６
のＳＣＥモード反射率ＲＳＣＥは１．０％、サンプルＮｏ．７のＳＣＥモード反射率ＲＳ

ＣＥは０．８９％、サンプルＮｏ．８のＳＣＥモード反射率ＲＳＣＥは０．０３％、サン
プルＮｏ．９のＳＣＥモード反射率ＲＳＣＥは０．０３％、サンプルＮｏ．１０のＳＣＥ
モード反射率ＲＳＣＥは０．０３％、サンプルＮｏ．１１のＳＣＥモード反射率ＲＳＣＥ

は０．０３％、サンプルＮｏ．１２のＳＣＥモード反射率ＲＳＣＥは１．１％、サンプル
Ｎｏ．１３のＳＣＥモード反射率ＲＳＣＥは１．１６％、サンプルＮｏ．１４のＳＣＥモ
ード反射率ＲＳＣＥは０．０３％、サンプルＮｏ．１５のＳＣＥモード反射率ＲＳＣＥは
０．０３％である。
【０２０６】
　したがって、実験サンプルＮｏ．１～Ｎｏ．４、実験サンプルＮｏ．６～Ｎｏ．１５は
、ＲＳＣＥ≦１．２％を満たしている、また、実験サンプルＮｏ．１４は、ＲＳＣＥが１
．１６％であり、小数点以下２桁目を四捨五入すると、ＲＳＣＥ＝１．２％となる。なお
、実験例では、ＲＳＣＥの下限は、０．０３％である。
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　次に、（式２）：０％＜ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ≦２０％の場合に、実験サンプルＮｏ．１
～Ｎｏ．４、Ｎｏ．６～Ｎｏ．１５のデータで証明されるように、上記の反射ムラの評価
が改善している。なお、実施サンプルＮｏ．１３では、ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ＝１９．０９
％であるため、小数点以下２桁目を四捨五入すると、ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ≦１９．１％で
あることが好ましい。したがって、（式２）の場合に、反射ムラが改善することが分かる
。より好ましい範囲は、サンプルＮｏ．１～Ｎｏ.４、Ｎｏ．８～Ｎｏ．１１、Ｎｏ．１
４、Ｎｏ．１５に示されるように、０％＜ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩ＜１５％である。なお、実
験例では、ＲＳＣＥ／ＲＳＣＩの下限は、１％である。
【０２０８】
　同様に、（式３）：０％＜ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩ≦７０％の場合に、実験サンプルＮｏ．
１、Ｎｏ．２、Ｎｏ．３、Ｎｏ．６、Ｎｏ．７、Ｎｏ．１２，Ｎｏ．１３のデータで証明
されるように、上記の反射ムラの評価が改善している。したがって、（式３）の場合に、
反射ムラが改善することが分かる。より好ましい範囲は、実験サンプルＮｏ．１、Ｎｏ．
２、Ｎｏ．６、Ｎｏ．７に示すように、０％＜ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩ＜６０％である。なお
、実験例では、ｒＳＣＥ／ｒＳＣＩの下限は、３３％である。
【０２０９】
　また、ＯＬＥＤパネル１はパネルの表面で測定されたＳＣＥモードで測定された反射率
が６１％以下（例：サンプルＮｏ．６であることが好ましい。この場合、上記の反射ムラ
の評価が改善している。
【０２１０】
　また、偏光フィルムは単体透過率（Ｔｙ）が４０％～４４．９５％で、直交ｂ＊値が０
～－１５であることが好ましい。
【０２１１】
　上述のとおり、ＯＬＥＤパネル１上に、λ／４位相差フィルム３と偏光フィルム５を積
層したＯＬＥＤ表示装置において、上記ＯＬＥＤ表示装置の表面からＳＣＥモードで測定
された反射率が１．２％以下であることを満足するように散乱によるＯＬＥＤ表示装置の
色相不均一性を調整している。
【符号の説明】
【０２１２】
　１…ＯＬＥＤパネル、３…λ／４位相差フィルム、５…偏光フィルム、５ａ…偏光子、
５ｂ、５ｃ…透明保護フィルム、１０…ＯＬＥＤ表示装置、１１、１２…粘着剤（層）。
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